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２ 結果（授業検討会から）

【提案１】 単元全体を通した虚像が見えるしくみの指導計画を構成することについて

○ 従来の指導計画では，あまり時間をかけないで指導する部分であるが，「光」の単元で虚像の

できるしくみや虚像の位置を理解する上で，本時は本質的な理解を深める基盤となったと思う。

○ 虚像ができるしくみを本時だけですべて理解させることは難しいが，この後の「光の屈折」や

「凸レンズによる像」といった単元全体の学習を通して，深い理解につながると期待できる。

○ 光線の作図による考察だけでなく，拡散光やスリット光の実験を取り入れて光の進み方を検証

しながら虚像のでき方に迫ることが大切である。

○ 生徒は，光線の作図を虚像が見えることの根拠としてとらえることができた。今後の学習で光

線の矢印や作図の意味が理解できるようになったと思う。

【提案２】 ハーフミラーを活用し，鏡の虚像の位置を確かめさせることで実感を伴う理解を支援す

ることについて

○ 「鏡の中の世界に触れる」という表現だけで，生徒の興味を強くひきつけられると感じた。

○ ハーフミラーを使ったことで，「鏡の中に入れる」という感覚で実験できたことは，虚像の位

置を実感させるのに非常に役に立った。

○ 指導案を作成していた当初，虚像の位置に同じ形の物体を

置くことで虚像の位置を記録させようと考えていたが，ペ

ンで虚像の位置を記録させる方法に変えたことは虚像の

位置だけでなく，虚像には触れることができない（実際に

は存在しない）ということを理解させる上で有効であった。

○ ハーフミラーを用いたことで，鏡の手前の物体からの反射

光と，虚像の位置に置いた物体からの直進光を同時に扱え

たので，虚像のでき方の探究に役に立った。

○ 虚像の位置に色の異なる物体を置いたことで，色の重なりが観察できた。このことにより，位

置だけでなく，色の変化で「２つの物体からの光線が重なる」という考察に至ることができた

のではないか。

○ 自作教材で安価にできることに魅力を感じた。作り方や使用方法についてのマニュアルがある

と助かる。

【提案３】 既習事項を生かした課題解決の過程を重視し，科学的な思考や表現の育成を図ることに

ついて

○ 前時の「光の反射の法則」の学習とのつながりが良くでき

た展開だった。

○ 考察や班の話し合いのタイミングが非常によく，生徒は課

題意識を持って話し合いに参加していた。初めは作図がで

きていなかった班も話し合いを通して正しい考えに達す

ることができた。

○ あえて前時の復習やヒントを与えず作図させ，班での意見

交流を通して正しい考えに導いていくという流れが良い

と思った。

○ 自分の考えが間違っていた生徒も，話し合いを通して修正

することで，なぜ自分の考えが間違っていたのかに気づく

ことができた。

○ 失敗や間違う経験を生かすことも，知識の定着や思考する

力を伸ばすための手立てとなることを再認識することが

できた。



2

○ 生徒は考察を通して，課題解決に伴う成就感を持ったと思う。また，前時で学習した知識・理

解を活用することを通して，既習事項に対し有用であるという認識を持つことができた。

○ 生徒の説明の中で「反射の法則」というキーワードが目立たなかったので，最後の教師のまと

めでもう一度「反射の法則」について触れると良いと思った。ただ，それを補う意味でも，パ

ワーポイントを使った光のアニメーションと虚像のでき方の説明はわかりやすかった。

○ 生徒のワークシートを実物投影機でテレビに映しながら説明させたのは，わかりやすくて良か

った。

３ まとめ

① 成果として

実際に光が集まってできる実像に比べ，見かけの像である虚像の概念を生徒に理解させること

は難しく，これまでは教師による説明が指導の中心となっていた。そのため，実感を伴った理解

にはなりにくく，標準学力検査においても日常生活等でのイメージによる誤解が多く見られた。

そこで，今回の提案授業では，ハーフミラーを使うことで虚像に触れるという疑似体験を行わ

せ，「実際には物体が無いのに見える」「虚像の位置に置いた物体の見え方と比較する」という

活動を通して虚像の正体に迫る授業構成を考えた。このことにより，日常生活でよく見かける鏡

の虚像を改めて考え直そうとする課題意識を強く引き出すことができたと考える。

また，既習事項である「光の反射の法則」を活用して虚像のできるしくみを探究する場面を設

定したことで，従来の教師による説明では身に付けることが難しかった「光の進み方によって見

えるという現象を考える力や感覚」が生徒に芽生えたと考えられる。特に，生徒がつまずきやす

い場面で話し合い活動を取り入れたことが，生徒の思考を深めることになり，悩みながらも課題

を解決することで，学習の成就感を持たせるとともに，思考力や表現力の向上に効果があったと

いえる。

② 今後の更なる改善の視点として

ⅰ）各学校の実態に合った課題提示について

今回の提案授業を仙台市内の各学校の指導に活用してもらうためには，各学校の生徒の実態に

合わせた指導過程をさらに提案していきたい。今回は「虚像の位置」を手がかりに虚像の見え方

を探究させたが，「虚像と物体の色の重なり」を手がかりにさせるなど，課題提示のしかたを工

夫することが，生徒の実態に合わせた指導につながると考える。

ⅱ）視点の持たせ方について

光の学習において「どのように見えるか」を考える際には，「だれから見て」「どこから見て」

といった視点に注意を払う必要がある。例えば，鏡に映った自分をその人間自身が見る場合と別

の位置にいる他人が見る場合には，鏡に映る範囲などが異なってしまう。このことで混乱や誤解

を生んでしまう可能性があるので，虚像を扱う際などには視点の位置に十分留意しなければばら

ない。また，演示としてビデオカメラ等で虚像を見せる場合にも，ビデオカメラの位置が観察者

の目の位置であることを意識させることが大切である。


